
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

担

当

課

（

室

）

の

完

了

目

次

○

〃

〃

【

規

則

】

【

人

事

委

員

会

】

○

岡

山

県

流

域

下

水

道

事

業

財

務

規

則

の

一

部

を

都

市

計

画

課

○

職

員

の

任

用

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

人

事

委

員

会

改

正

す

る

規

則

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

○

選

考

を

任

命

権

者

に

委

任

す

る

職

の

範

囲

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

【

訓

令

】

【

正

誤

】

○

岡

山

県

会

計

事

務

決

裁

規

程

の

一

部

改

正

会

計

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

警

察

組

織

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

警

務

課

則

の

正

誤

【

告

示

】

○

岡

山

県

浄

化

槽

水

質

管

理

実

施

要

綱

の

一

部

改

循

環

型

社

会

推

進

課

（

県

例

規

集

登

載

）

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

指

導

監

査

室

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

特

定

計

量

器

定

期

検

査

産

業

企

画

課

○

海

洋

生

物

資

源

の

保

存

及

び

管

理

に

関

す

る

法

水

産

課

律

に

基

づ

く

岡

山

県

計

画

の

変

更

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

都

市

計

画

事

業

の

事

業

計

画

の

変

更

認

可

都

市

計

画

課

【

公

告

】

岡

山

県

公

報

令和２年３月１７日 第１２１７７号



◎
岡
山
県
規
則
第
二
十
一
号

岡
山
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
（
平
成
三
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九

号
を
第
八
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
経
費
で
」
を
「
も
の
又
は
所
定
の
納
付
書
に
よ
り
支
払
を
し
な

」

、

、

、

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で

に
改
め

同
号
を
同
項
第
九
号
と
し

同
項
中
第
十
一
号
を
第
十
号
と
し

第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
三
項
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
四
項
第
四
号
中
「
、
報
酬
及
び
賃
金
」
を
「
及
び
報
酬
」
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条
中
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第
一
項
後
段
」
を
「
第
二
百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項

後
段
」
に
改
め
る
。

別
表
の
費
用
の
表
中

「

賞
与
引
当
金
繰
入
額

賃
金

」

を「

賞
与
引
当
金
繰
入
額

」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
訓
令
第
五
号

出

納

局

岡
山
県
会
計
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
訓
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

別
表
内
部
事
務
課
の
部
１
の
項
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（

）
（

）

○

３
歳
入
歳
出
外
現
金
の
受
入
れ
及
び
払
出
し

更
正
を
含
む

所
掌
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る

。
。

附

則

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
三
号

岡
山
県
浄
化
槽
水
質
管
理
実
施
要
綱
（
昭
和
六
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

第
四
条
第
二
項
中

第
六
条
第
四
項

を

第
六
条
第
五
項

に
改
め

同
条
第
三
項
第
一
号
中

第

「

」

「

」

、

「

十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二

二
四

四
〇

－
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
陽
光
会

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二
丁
目
二
四
番
四
〇
号

三

廃
止
の
届
出
を
受
理
し
た
年
月
日

令
和
二
年
三
月
五
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
四
〇
〇
四
二
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

通
所
介
護

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

望
の
丘
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

２

所
在
地

高
梁
市
川
上
町
上
大
竹
一
二
三
一

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
北
区
祇
園
八
六
六

三

廃
止
年
月
日

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
〇
九
〇
〇
一
六
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
（
Ｂ
型
）

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
か
し
の
き

２

所
在
地

久
米
郡
美
咲
町
書
副
一
七
一

二

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



社
会
福
祉
法
人
津
山
社
会
福
祉
事
業
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

津
山
市
川
崎
一
五
〇
八

三

廃
止
年
月
日

令
和
二
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
二
三
八
〇
〇
〇
四
九

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

共
同
生
活
援
助

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

ワ
ー
ク
ス
ひ
る
ぜ
ん

２

所
在
地

真
庭
市
蒜
山
上
長
田
二
三
〇
〇

一

－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
慶
光
会

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

真
庭
市
蒜
山
上
福
田
一
二
〇
一

八

－

三

廃
止
年
月
日

令
和
二
年
四
月
一
日

四

事
業
所
番
号

三
三
一
一
四
〇
〇
一
八
二

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
移
行
支
援

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
六
号

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
計
量
器
に
係
る
定

期
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

な
お
、
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器
は
、
ひ
ょ
う
量
が
五
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
非
自
動
は
か
り
（
計

量
法
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
号
又
は
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く

、
分
銅
及
び
お
も
り
と
す
る
。

。
）令

和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

定
期
検
査
を
行
う
区
域
、
場
所
及
び
期
日

区

域

場

所

期

日

赤
磐
市

赤
磐
市
仁
美
農
村
振
興
セ
ン
タ
ー

令
和
二
年

一
〇:

三
〇
～

五
月

二
〇
日

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
吉
井
支
所

〃

二
一
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
熊
山
支
所

〃

二
二
日

一
〇:
三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:
〇
〇

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
赤
坂

〃

二
五
日

一
〇:

三
〇
～

支
店

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

晴
れ
の
国
岡
山
農
業
協
同
組
合
赤
坂

〃

二
六
日

一
〇:

三
〇
～

支
店

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
山
陽
産
業
会
館

〃

二
七
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

〃

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

赤
磐
市
立
西
山
公
民
館

〃

二
八
日

一
〇:

三
〇
～

一
二:

〇
〇

赤
磐
市
立
高
月
公
民
館

〃

〃

一
三:

三
〇
～

一
五:

〇
〇

二

実
施
機
関

岡
山
県
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人
岡
山
県
計
量
協
会

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
七
号

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
四
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
り
岡
山
県
の
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
そ
の

関
係
書
類
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課
に
備
え
置
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

令和２年３月１７日　岡山県公報　第１２１７７号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

石
生
奈
義
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
落
合
六
七
五
番
一
地

新

四
二
七
・
〇

先
か
ら

一
一
・
五
～

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
高
下
三
四
四
番
一
地

二
五
・
〇

先
ま
で

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
落
合
六
七
五
番
一
地

旧

四
二
七
・
〇

先
か
ら

二
・
〇
～

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
高
下
三
四
四
番
一
地

二
〇
・
〇

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

大
島
中
新
庄
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
七
二
番
四
地
先
か

ら

新

一
五
四
・
四

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
八
二
番
一
地
先
を

一
〇
・
一
～

経
て

三
四
・
五

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

三
二
地
先
ま
で

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
七
二
番
四
地
先
か

二
一
九
・
四

ら

四
・
四
～

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

一
九
・
八

三
二
地
先
ま
で

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
七
二
番
四
地
先
か

旧

ら

一
五
四
・
四

笠
岡
市
西
大
島
字
宗
国
一
一
八
二
番
一
地
先
を

一
〇
・
一
～

経
て

三
四
・
五

浅
口
郡
里
庄
町
大
字
浜
中
字
大
山
一
三
二
二
番

三
二
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

石
生
奈
義
線

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
落
合
六
七
五
番
一
地
先
か

令
和
二
年
三

ら

月
十
七
日

勝
田
郡
奈
義
町
中
島
西
字
高
下
三
四
四
番
一
地
先
ま

で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
四
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
九

年
三
月
三
日
付
け
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
四
号
で
告
示
し
た
岡
山
県
南
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事

業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

施
行
者
の

事
業
の
種
類
及
び
名
称

事

業

施

行

期

間

事

業

地

名

称

倉

敷

市

岡
山
県
南
広
域
都
市
計

平
成
二
十
一
年
十
月
九
日

収
用
の
部
分

画
道
路
事
業

か
ら

変
更
な
し

三
・
四
・
倉
四
百
四

令
和
六
年
三
月
三
十
一
日

使
用
の
部
分

西
阿
知
矢
柄
線

ま
で

な
し
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、

〔

〕

（

）

八
五

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

備
北
工
区
、
大
山
工
区
、
塚
原
工
区
、

県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

新
見
地
区

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

国
寄
工
区
）

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

中
山
間
地
域
総
合
整
備

備
北
工
区
、
大
山
工
区
、
塚
原
工

（

新
見
地
区

区
、
国
寄
工
区
）
変
更
計
画
書

二

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年
四
月
七
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

新
見
市
役
所

高
梁
市
役
所

真
庭
市
役
所
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〔
八
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
西
阿
曽
字
阿
弥
陀
堂
二
四
三

一

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
央
六
丁
目
一

一
〇
五
フ
ロ
ー
ラ
中
央
二
〇
一
号

－

林

雅
之

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
一
〇
号
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〔
八
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

赤
磐
市
日
古
木
字
相
之
丁
二
九

五
、
三
〇

五

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
玉
島
乙
島
二
五
二
八

七
サ
ン
ハ
ー
ト
ピ
ア
Ｃ
棟
一
〇
三

－

西

勇
斗

西

彩
香

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
三
二
六
号
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
六
号

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
号
中
「

次
条
に
お
い
て
「
等
級
」
と
い
う

」
を
削
る
。

（

。
）

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
十
二
条附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
三
号

選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
職
の
範
囲
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
職
の
範
囲

職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
職
の
選
考
を
任
命
権
者
に
委
任
す
る
。

一

非
常
勤
の
職
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
条
例

第
三
十
五
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
任
期
を
定
め
た
採
用
に
よ
り
任
用
さ
れ
る
者
を
も
っ
て
充
て

る
職
を
除
く

）
へ
の
採
用

。

二

県
費
負
担
の
学
校
栄
養
職
員
及
び
小
中
学
校
事
務
職
員
の
職
に
現
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者
を
も

っ
て
充
て
よ
う
と
す
る
他
の
地
方
公
共
団
体
の
県
費
負
担
の
学
校
栄
養
職
員
及
び
小
中
学
校
事
務

職
員
の
職
へ
の
採
用

三

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
六
条
第
一
項
第

一
号
に
規
定
す
る
任
期
を
定
め
た
採
用
に
よ
り
任
用
さ
れ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
職
へ
の
採
用

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
公
示
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
関
係
公
示
の
廃
止
）

２

平
成
三
十
一
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
公
示
第
三
号
は
、
廃
止
す
る
。
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〔
五
〕
令
和
二
年
三
月
十
日
付
け
公
布
岡
山
県
警
察
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
岡
山
県
公

安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
行

誤

正

一
・
終
わ
り
か

同
条
第
二
号

同
条
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第

ら
三

二
号
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